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ユルゲン・
ハーバーマス
と 
欧州統合 
法政大学社会学部教授  

佐藤成基  
【講演概要】 

今年の 3月 14 日に 96 歳でこの世を去ったユルゲン・ハーバーマスは，現代ドイツを代表する知識人であ

り，世界的にも広く名前の知られた哲学者・社会学者です。彼はまた，様々なメディアを通じて欧州統合の深

化の必要性を主張し続けた「欧州主義者」でもありました。数多くの言語と，それぞれに異なった歴史を持つ

多種多様なネーションから成り立つ欧州を，一つの政治的な共同体へと統合するという営みは，極めて挑戦的

な歴史的プロジェクトであると言えるでしょう。それは EUの創設やユーロの導入などという形で一定の成果

を上げてきました。しかし近年，その限界が色々な場面で目につくようにもなっています。では，ハーバーマ

スは欧州統合というこのプロジェクトをどう捉え，どう分析し，どう論じてきたのか――それが今回のテーマ

です。 

 ハーバーマスというと，啓蒙的理性への強い信念に基づく理想主義的な思想家であるという見方が一般的で

あると思います。しかし彼はまた，歴史的な経路依存や現在の政治・経済状況を「冷静に（nüchtern）」に分

析する現実主義者でもありました。それは彼が新聞や一般向け雑誌に頻繁に寄稿した時事評論のなかによく示

されています。経験的分析と哲学的理念との緊張，あるいは「事実性」と「妥当性」との緊張が，哲学者であ

り，また社会学者でもあったハーバーマスの知的業績のエッセンスなのではないかと考えられます。その一端

についてお話しができればと思っております。 

2026 年 6 月 8 日（月曜日） 
午後 5 時 30 分‐

午後 7 時 00 分 
武蔵大学江古田キャンパス 

8 号館 5階 8502 教室 
↓↓参加申し込みフォーム↓↓ 

https://forms.gle/Tk4BnTSz5Sm2jCYe9 
問い合わせ先  y.lim@u.musashi.ac.jp （りむ） 

佐藤成基先生 プロフィール： 
 
法政大学社会学部教授。専門は社会学。

主な著作に『ナショナル・アイデンティ

ティと領土 －戦後ドイツの東方国境を

めぐる論争』（2008 年），『国家の社

会学』（2014 年），『国民とは誰のこ

とか－ドイツ近現代における国籍法の形

成と展開』（2023 年），『ユルゲン・

ハーバーマスと欧州統合』（近刊）など

がある。 



 
 

 

キャンパスアクセス案内： 
 

〒176-8534 東京都練馬区豊玉上 1-26-1 

 

主要路線からのアクセス 

 西武池袋線「江古田駅」南口より徒歩６分、「桜台駅」南口より徒歩８分 

 都営大江戸線「新江古田駅」A2 出口より徒歩７分 

 西武有楽町線「新桜台駅」2番出口より徒歩５分 

 中野駅より関東バス江古田駅行「江古田駅」下車徒歩５分 

 高円寺駅より関東バス・国際興業バス赤羽駅行「豊玉北」下車徒歩５分 

 

 

 

正門を入って直進。すぐ左手の

10 階建てほどの建物が 8 号館 

（4 月現在外壁工事中） 

正門 千川通り 


